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教
　
育

先
生
が
い
な
い
！

文
部
科
学
省
は
、
教
員
の
志
望
者
が
減
る

中
、
教
師
と
い
う
職
業
の
魅
力
を
現
役
の
教

師
に
よ
っ
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
発
信
し
、

教
師
を
目
指
す
若
者
に
バ
ト
ン
を
繋
げ
る
と

い
う
目
論
見
で
「
♯
教
師
の
バ
ト
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
投
稿
さ
れ
た
内
容
は
、「
残
業
１
０

０
時
間
超
え
、
１
０
０
日
連
続
休
み
な
し
」

「
激
務
に
追
わ
れ
、
適
応
障
害
と
診
断
さ
れ

た
」「
パ
ワ
ハ
ラ
や
マ
タ
ハ
ラ
に
加
え
、
保

護
者
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
」な
ど
、

教
師
の
生
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
勤
務

実
態
の
厳
し
さ
が
可
視
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
産
休
や
病
気
休
暇
の
代
替
の
先
生
が
来

な
い
」「
年
度
初
め
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た

教
員
が
配
置
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
「
未
配
置
」

は
深
刻
で
す
。
千
葉
県
で
は
新
学
期
に
小
・

中
学
校
で
毎
年
約
１
０
０
人
に
も
上
っ
て
お

り
、
担
任
の
穴
埋
め
を
専
科
の
先
生
が
担
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

今
、
教
職
員
の
お
よ
そ
７
人
に
１
人
が
非

正
規
雇
用
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
非

正
規
の
臨
時
的
任
用
教
員
も
学
級
担
任
を
任

さ
れ
ま
す
が
、
任
期
は
最
長
で
も
同
じ
学
校

に
１
年
し
か
勤
務
で
き
ま
せ
ん
。
主
任
や
部

活
動
の
指
導
を
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
責

任
が
の
し
か
か
り
ま
す
。　

防
衛
費
よ
り
も

教
育
費
の
拡
充
を
！

こ
の
人
材
不
足
と
非
正
規
雇
用
の
教
員
の

増
加
は
、
国
の
政
策
と
し
て
公
務
員
（
正
規

職
員
）
を
削
減
し
、
さ
ら
に
教
育
に
し
か
使

え
な
い
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
も
減
額
し

た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

諸
外
国
と
の
比
較
で
は
、
教
育
費
の
公

的
支
出
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
42
か
国
中
38

位
（
２
０
１
７
年
度
）
と
嘆
か
わ
し
い
結
果

で
す
。
そ
れ
を
横
目
に
２
０
２
１
年
度
の
国

の
予
算
に
お
け
る
教
育
費
は
、
防
衛
費
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
配

選
挙
選
挙
で
政
治
政
治
を
変変
え
る

～
暮
ら
し
切
り
捨
て
の
菅
政
権

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
、
重
要
土
地
調
査
規
制
法
な
ど
、
命
と
人
権
を

脅
か
す
法
案
が
十
分
な
議
論
も
さ
れ
ず
次
々
と
成
立
し
て
い
ま
す
。
一
部

の
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
２
倍
も
決
ま
り
ま
し
た
。「
教
育
費
よ
り
防
衛

費
」
と
い
う
菅
政
権
。
選
挙
で
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
が
２
倍
に
！

「
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
割
に
倍
増
す
る
」法
案
が
自
民
、

公
明
、
維
新
等
の
賛
成
で
強
行
採
決
さ
れ
、

成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
安
倍
政
権
か
ら
引

き
継
い
だ
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」
の

二
つ
の
柱
の
一
つ
で
す
（
も
う
一
本
の
柱
で

あ
る
「
年
収
１
２
０
０
万
円
以
上
の
世
帯
の

児
童
手
当
全
廃
」
も
５
月
12
日
可
決
成
立
し

て
い
ま
す
）。

単
身
世
帯
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上
か
つ

課
税
所
得
28
万
円
以
上
、
複
数
世
帯
で
年
収

合
計
３
２
０
万
円
以
上
の
場
合
、
２
０
２
２

年
度
後
半
よ
り
医
療
費
窓
口
負
担
が
現
在
の

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
対

象
者
は
ス
タ
ー
ト
時
点
で
約
３
７
０
万
人
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

国
は
、
こ
れ
に
よ
り
「
約
１
８
８
０
億
円

の
財
源
が
出
て
く
る
」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

内
実
は
「
窓
口
負
担
分
で
９
８
０
億
円
」
そ

し
て
「
自
己
負
担
増
に
伴
う
受
診
控
え
で
生

ま
れ
る
９
０
０
億
円
」
と
い
う
呆
れ
た
も
の

で
し
た
。
た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

診
控
え
が
続
い
て
い
る
中
、
さ
ら
に
高
齢
者

に
受
診
控
え
を
強
い
る
法
案
が
、
十
分
な
説

明
も
無
し
に
強
行
採
決
さ
れ
る
な
ど
言
語
道

断
で
す
。し
か
も
、「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」

「
世
代
間
で
平
等
に
負
担
」
を
表
向
き
の
理

由
と
し
な
が
ら
、
実
際
の
現
役
世
代
の
負
担

軽
減
額
は
一
人
あ
た
り
年
額
３
０
０
円
程
度

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
国
民
の
納
得
は
得
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
で
、
国

民
の
４
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ

と
が
確
実
で
す
。
対
象
者
が
さ
ら
に
増
え
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
は
国
会
の
決

議
無
し
に
年
収
要
件
を
自
在
に
変
更
で
き
る

よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
も
看
護
師
、医
師
も

削
減
さ
れ
、医
療
は
ズ
タ
ズ
タ
に

医
療
が
逼
迫
し
て
い
る
中
、
医
療
を
め
ぐ

る
と
ん
で
も
な
い
悪
法
案
が
成
立
し
て
い
ま

数
も
５
万
人
削
減
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
、

千
葉
県
内
の
10
病
院
を
含
む
全
国
４
４
０
の

公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
も
め
ざ
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
２
０
２
９
年
頃
か
ら
は
医
師
数
が

過
剰
に
な
る
と
の
予
測
に
基
づ
き
、
２
０
２

３
年
か
ら
大
学
医
学
部
の
定
員
削
減
つ
ま
り

医
師
数
の
削
減
す
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
国

が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
は
医
療
機
関
、

医
療
従
事
者
並
び
に
介
護
従
事
者
の
充
実
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
抑
え
る
」
こ
と
を

至
上
命
令
に
、「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
だ

の
「
地
域
医
療
と
介
護
の
確
保
」
だ
の
の
美

名
の
も
と
で
「
自
助
」「
共
助
」
を
強
制
し

続
け
て
き
た
の
が
自
公
政
権
で
す
。

米
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
富
裕
層
や
企
業
へ

の
増
税
を
財
源
と
し
、
社
会
福
祉
の
充
実
を

は
じ
め
と
す
る
巨
額
の
財
政
出
動
へ
と
舵
を

切
り
ま
し
た
。
日
本
に
も
出
来
な
い
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
将
来
に
向
け
た
適
正
な
予
算
配
分

を
求
め
続
け
ま
す
。

す
。
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
衆
議
院
で
は
わ
ず

か
17
時
間
の
審
議
で
可
決
さ
れ

た
こ
の
法
案
は
、
別
名
「
病
床

削
減
推
進
法
案
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
に
、
２
０
１
４
年
よ

り
規
定
の
方
針
と
さ
れ
て
い
る

「
過
剰
・
不
要
」
と
み
な
さ
れ

る
病
床
削
減
を
、
消
費
税
を
財

源
と
す
る
全
額
国
費
を
費
や
し

て
さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
病
床
の
削
減
に

と
も
な
い
、
当
然
看
護
師
も
人

員
削
減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
段
階
で
72
万
９

千
床
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て
い
た

「
高
度
急
性
期
」
と
「
急
性
期
」

病
床
は
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

53
万
２
千
床
に
、
看
護
師
の
総

野
田
市
議
会
議
員
　
小
室
美
枝
子

政
策
調
査
室
　
吉
沢
　
弘
志

「地域医療構想」による病床削減　─厚生労働省資料より作成─

 

医
　
療

重症病床が
こんなに減る！

2018年度

合計124.6万床

2025年

合計119.1万床

5.55.5万床減万床減 19.719.7万床減万床減

慢性期
34.6万床

(28%)

慢性期
28.4万床

(24%)

回復期
37.5万床

(31%)
急性期

40.1万床 (34%)

高度急性期
13.1万床
(11%)

回復期
17.1万床

(14%)

急性期
56.9万床 (46%)

高度急性期
16.0万床

(13%)

分
に
黙
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

義
務
教
育
標
準
法
改
正
を

含
む
教
職
員
の
定
数
及
び

教
職
員
の
身
分
や
処
遇
、

72.9万床

53.2万床

す
べ
て
の
子
ど
も

勤
務
条
件
を
改
善
し
、

た
ち
に
届
く
教

育
を
目
指
す
た

め
に
選
挙
で
意

思
を
表
明
し
ま

し
ょ
う
。
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市民ネットワーク千葉県
元気ファンド

元気ファンドは、所属議員の議員報酬の一部を活用し、
市民活動を元気にするための助成制度です。2004年
より現在までに70件以上、総額2500万円を助成して
きました。今年度の募集をおこなっています。

市民ネットワーク千葉県の

県政
だより

びっくり

伊藤とし子
佐倉市・酒々井町選出

県議会議員

5月27日、堂本あき子元千葉県知事を講師
に、オンライン学習会「女子刑務所から見た
日本社会」を開催。堂本さんは退任後も、福
島震災の支援活動やジェンダー分野など多彩
な市民活動に身を投じてきた。その一つが、
女子刑務所の処遇改善を求める活動である。
きっかけは、知人から「女子刑務所の実

態を見てほしい」と言われ訪問した栃木刑務
所。１人部屋に２人入れられている過密状態
や、圧倒的に高齢者が多く、歩行もおぼつかない姿に衝撃を受けた。
女子受刑者の罪名の８割が万引きなどの窃盗や覚せい剤で、退所しても再犯率が

非常に高い。また、全国では年間20人ほどの妊婦が入所するが、出産すると２～3
日で母子が引き離される。赤ちゃんは、お母さんのおっぱいを飲むことも胸に抱か
れることも十分できないまま、よそへ引き取られる。母親も、我が子への愛情を育
むことができない。「せめて、10日は一緒にいないと…」と堂本さん。　
堂本さんは全国の刑務所を視察しながら、受刑者の高齢化や障害者の増加に対応

するため、福祉・医療行政との連携を強化し、地域の市民団体とも繋がる仕組みづ
くりに取り組んできた。2015年には、女子施設地域支援モデル事業をスタートさ
せ、看護師による健康管理指導、助産師による妊産婦への個別面接、保健師による
母親教育、社会福祉士による高齢者への個別面接など、成果を上げてきた。
フィンランドの女子刑務所も訪問し、「塀」がないのに驚いた。脱走するより、

刑務所で更生の道を選んだほうがメリットが大きいと、受刑者が納得しているとい
う。ここに、日本の刑務所制度をどう変えていくのか、ヒントが隠されていると感
じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政策調査室　大野博美

「
市
原
ぞ
う
の
国
」
で
何
が
？

日
本
の
動
物
園
で
は
象
の
調
教
に
、
先
の

と
が
っ
た
金
属
性
の
ブ
ル
フ
ッ
ク
や
ア
イ
ス

ピ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
市
原
ぞ

う
の
国
に
視
察
に
行
っ
た
の
が
５
月
11
日
。

そ
の
３
日
後
に
６
頭
の
象
が
体
調
不
良
に
な

り
２
頭
死
亡
と
聞
き
、驚
き
ま
し
た
。
実
は
、

視
察
時
、
１
頭
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
横

３月22日　第一空挺団の習志野演習場での降下訓練の中止を求め、日
米軍事一体化と違法な使途の防衛予算に抗議する声明文

３月22日　水戸地裁の「東海第二原発運転差し止め訴訟」判決を支持
し、原発再稼働の全面的中止と原発に依存しないエネル
ギー政策を求める声明文

４月16日　福島第一原発事故によるALPS処理水の海洋放出処分の決
定に抗議し撤回を求める抗議文

５月14日　「デジタル改革関連法案」可決・成立に強く抗議する抗議
声明

６月17日　重要土地調査・規制法案強行採決に抗議する声明

声明・抗議文

ん
延
防
止
措
置
の
期
間
は
ず
る
ず
る
と
延
長

さ
れ
た
た
め
、
飲
食
店
か
ら
は
「
や
っ
て
い

け
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
「
Ｈ
Ｐ
に
協
力
企
業
名
の
公
表

を
行
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
」
と

作
業
を
進
め
る
千
葉
県
。
全
部
で
10
万
件
に

も
の
ぼ
る
企
業
名
公
表
よ
り
も
、
早
期
支
給

に
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

知
事
と
の
意
見
交
換
会

５
月
24
日
、
知
事
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

千
葉
県
会
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
を
開

催
。
41
人
が
参
加
し
て
多
岐
に
わ
た
る
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。
出
来
る
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
含
め
、
き
ち
ん
と
明
確
に
答

え
る
知
事
の
姿
勢
に
、
千
葉
県
は
変
わ
っ
た

‼
と
実
感
。

就
任
後
、
矢
継
ぎ
早
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
打

ち
出
す
熊
谷
知
事
に
、
県
民
か
ら
期
待
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
対
話
す
る

姿
勢
を
大
切
に
、
県
政
を
進
め
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

飲
食
店
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

切
実
な
相
談
を
受
け
て

あ
る
飲
食
店
経
営
者
か
ら
、
悲
痛
な
声
が

届
き
ま
し
た
。「
２
月
に
協
力
金
の
申
請
書

を
出
し
た
。
３
月
に
な
っ
て
も
お
金
が
振
り

込
ま
れ
な
い
の
で
、
相
談
窓
口
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
電
話
し
た
が
、
い
つ
頃
に
な
る
か

も
教
え
て
く
れ
な
い
。
４
月
６
日
に
よ
う
や

く
振
り
込
ま
れ
た
が
、
２
カ
月
近
く
も
か
か

り
、
資
金
繰
り
の
計
画
も
立
て
ら
れ
ず
、
本

当
に
困
っ
た
」

支
払
い
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

県
は
第
１
弾
～
第
８
弾
ま
で
合
計
17
億
円

も
の
高
額
の
契
約
で
、
事
業
者
に
協
力
金
の

支
払
い
事
務
作
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
の
臨
時
議
会
で
取
り
上
げ
、
調

査
し
た
と
こ
ろ
１
日
当
た
り
３
０
０
件
し
か

処
理
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
。
せ
め
て
申

請
か
ら
１
か
月
以
内
に
振
り
込
む
よ
う
に
と

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
員
を
増
や
し
対
応
し
た
と
の

事
で
し
た
が
、
４
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
ま

飲
食
店
は
青
息
吐
息
‼

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨

年
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
飲
食
店
の
時
間
短
縮

営
業
。
協
力
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
上
、
い

つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な
い
コ
ロ
ナ
自
粛
に
、

堂本堂本さん、さん、知られざる知られざる
　　　　女子刑務所女子刑務所をを語る語る

教職員や親族等、信頼できるはずの大人からの性暴力で、心身に深い傷を負って
しまう子どもが後を絶ちません。文科省は今年４月に、子どもが性被害に遭わない
ための教材『生命の安全教育』を発表しましたが、本当に子どもたちを守れるので
しょうか。
そこで「性教育学習会」を開き、千葉市など複数の自治体で性教育の授業を受け

持つ助産師の川島広江さんからお話を伺いました。1940年代後半に「純潔教育」
から始まった日本の性教育ですが、2000年代からバッシングが激しくなり、特色
ある性教育をしていても学校名を公表しにくくなったこと、多くの中学校で行われ
る「ふれあい体験学習」は性教育と言うより、子どもを産み育てたい人を増やす（少
子化対策）視点であること、2008年にUNESCO等が定めた「国際セクシュアリティ
教育ガイダンス」では、人権やジェンダー観、多様性、幸福を学ぶことを重視して
いる中、日本の性教育は妊娠・出産の仕組みや避妊、性感染症予防等の知識を教え
ることに偏っており、世界に大きく後れをとっていることなどが話されました。
性暴力被害をなくすには加害者を生まない教育が必須なのに、『生命の安全教育』

にはその部分が足りません。就学前から性に関する正しい知識を身に付け、人権尊
重の意識を持つことのできる家庭や教育の場での取り組みが、加害者にも被害者に
もならないために必要だと感じました。　　　　　　　千葉市議会議員　岩﨑明子

性教育学習会
「日本の性教育  歴史、現在、課題」

講師：川島広江さん（川島助産院院長）

《2021年度募集要項》
 対　　象 　コロナ禍で起っている様々な問題に対し、支援活動な

どをする団体
 助成金額 　助成総額100万円以内・1団体の上限20万円
 実施方法 　ヒアリング・審査会はオンラインでおこなう
 締め切り 　９月15日（水）必着

提出書類等、詳しくは、市民ネットワーク千葉県ＨＰを
ご覧ください。

5
20

2015年に訪問した栃木刑務所2015年に訪問した栃木刑務所

た
わ
っ
て
い
て
、
異
様
な

と
、
白
い
鼻
が
特
徴
の

感
じ
が
し
て
い

た
の
で
す
。

死
亡
し
た
の

は
横
た
わ
っ
て

い
た
プ
ー
リ
ー

ミ
ニ
ス
タ
ー
。
希
少
動
物
で
あ
り
国
際
条
約

で
も
守
ら
れ
て
い
る
象
の
健
康
管
理
に
問
題

が
な
か
っ
た
の
か
、原
因
究
明
す
べ
き
で
す
。

残
っ
た
10
頭
の
飼
育
環
境
の
検
証
と
改
善

を
「
市
原
ぞ
う
の
国
」
に
勧
告
す
る
よ
う
、

県
に
求
め
ま
し
た
。

手前が横たわるプーリー手前が横たわるプーリー
5月11日 伊藤撮影5月11日 伊藤撮影

学習会
報告


